
資料３

＜じん肺健康診断の結果とじん肺管理区分の関係＞

じん肺健康診断の結果とじん肺管理区分の関係は次のようになっています。

じん肺管理区分 じ ん 肺 健 康 診 断 の 結 果

管 理 １ じん肺の所見がないと認められるもの

エックス線写真の像が第１型で、じん肺による著しい肺機能の障害がないと認め
管 理 ２

られるもの

エックス線写真の像が第２型で、じん肺による著しい肺機能の障害がないと認め
イ

られるもの

管 理 ３
エックス線写真の像が第３型又は第４型（大陰影の大きさが一側の肺野の、３

ロ 分の１以下のものに限る｡） で、じん肺による著しい肺機能の障害がないと認めら

れるもの

１ エックス線写真の像が第４型（大陰影の大きさが一側の肺野の３分の１を超え

るものに限る｡）と認められるもの

管 理 ４ ２ エックス線写真の像が第１型、第２型、第３型又は第４型（大陰影の大きさが

一側の肺野の３分の１以下のものに限る｡） で、じん肺による著しい肺機能の障

害があると認められるもの

なお、健康診断を実施した医師の診断と、地方じん肺診査医の審査に基づいた都道府県労働局長の管理区

分決定結果とは異なることもあります。

じん肺管理区分結果通知書には、備考欄に次の事項が記載されていますのでご自分のじん肺の状態がわか

ります。

ＰＲ０ じん肺の所見がない。

ＰＲ１ エックス線写真の像が第１型である。

ＰＲ２ エックス線写真の像が第２型である。

ＰＲ３ エックス線写真の像が第３型である。

ＰＲ４（Ａ、Ｂ） エックス線写真の像が第４型（じん肺による大陰影の大きさが一側の肺野

の３分の１以下のもの）である。

ＰＲ４（Ｃ） エックス線写真の像が第４型（じん肺による大陰影の大きさが一側の肺野

の３分の１を超えるもの）である。

Ｆ（－） じん肺による肺機能障害がない。

Ｆ（＋） じん肺による肺機能障害がある。

Ｆ（－＝） じん肺による著しい肺機能障害がある。
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